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ても Bmal/Clock の発現下において GR および DEX 依存性の Nr1d1 のプロモーター抑制
が認められ、それは複数の細胞株において同様であった。さらに、Nr1d1 プロモーター上

































GCs 依存性に GR が Clock と核内で複合体を形成し、分子的な結合で直接 Ebox 上に結
合することにより、Rev-erbαの発現を抑制するという新しい GRの転写制御メカニズムが
明らかになった。 
